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大磯高等学校 令和５年度入学式 校長式辞 

 

暖かな陽気に誘われて、色とりどりの花が咲き誇り、美しい輝きに満ちた、新たなスタートの 

日を迎えました。 

神奈川県立大磯高等学校に入学されましたみなさん、ご入学おめでとうございます。本校教職 

員を代表して校長の私よりお祝いの言葉を述べさせていただきます。また、今日まで愛情を持っ 

てお子様を大切に育てられてきた保護者のみなさまに対しましても、心からお祝いを申し上げま 

す。 

改めまして、278 名の新入生のみなさん、ようこそ大磯高校へ。心より歓迎いたします。みな

さんは、中学校生活の多くの時間をコロナ禍という厳しい環境のもとで過ごしました。そして、

苦しかった受験の日々を終え、晴れて今日という日を迎えたわけです。私たち教職員一同はそん

なみなさんの入学を心待ちにしておりました。これからみなさんの高校生活を私たちは全力でサ

ポートしていきたいと思っています。 

さて、新入生の皆さんは、高校生としての自覚と決意を新たに、今日を迎えたことと思います。

いよいよ大磯高校の生徒として、勉強や部活動に励む日々がやってきました。ここにいる仲間や

これから出会う先輩たちとともに過ごす、新しい生活が始まるのだと、わくわくするような熱い

思いを胸に抱いていることでしょう。 

今、この大磯高校に入学したみなさんに実行してほしいことをお伝えします。 

まず自主自律の精神を身に付け、高い志を持ってしなやかに生き抜いていってほしい。課題を 

探究して解決するために仲間とともに知恵を出し合い行動してほしい。自分の言葉で意見や考え

を発信し、コミュニケーション力を高め、多様な人々と協働する、そんな人に育ってほしいと願っ

ています。 

また、一人ひとりが高い目標に向かって挑戦する道を選んでください。目標が高ければ高いほ 

ど、その頂を目指す心構え、意識が違ってきます。自分の道を選び、一歩を踏み出すのはあなた

自身です。早いうちに目標を立て、自らの限界を作らずにさまざまなことに挑戦し、多くを学び、

自分の可能性を広げてほしいと思います。 

あなたが夢中になれる好きなことを見つけてください。部活動にも入部してください。自分の 

好きなことや仲間・先輩たちとのコミュニケーションを通じて新しい価値観に触れ、多様な生き

方を学んでください。 

大磯高校はグローバル教育研究推進の指定校として２年目を迎えました。将来、みなさんが社 

会で活躍するために、探究活動や国際交流に積極的にチャレンジできる環境が大磯高校にはあり

ます。講演会や研修、留学生との交流などを通して世界を知り、自分を磨いていくことのできる

たくさんの機会がみなさんを待っています。 

そんな本校の恵まれた環境をフルに活用し、視野を広く持つよう心掛けてみてください。社会 

に目を向けてみれば、不況や人口減少、国際関係など大きな課題がこの国には立ちはだかってい
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ます。多様性を受け入れる社会のあり方や男女格差の解消など、課題解決の糸口を見つけなけれ

ばならない状況にも直面しています。将来が見えにくい、不確定な世の中で、視野を広く持って

課題解決に向かうためには、想像力、イマジネーションが必要とされます。新型コロナウイルス

やウクライナへの軍事侵攻など、すぐに解決できないことが世界では起きています。どうしたら

いいのか、様々な方向から、いろいろな立場から考え、検討していく上で、私たちを導いてくれ

るのは想像力なのではないでしょうか。授業はもちろん、本を読んだり、人の話を聞いたり、多

くの人とかかわる中で、想像力を鍛えていきましょう。今の自分に何ができるか、課題をどう解

決していくのか、学びやコミュニケーションを通して、考える力を養ってください。 

大磯高校はあと４年で百周年を迎える伝統校です。卒業した先輩たちが地道に積み重ねてきた 

努力の上に今の大磯高校があります。磯高生の気風は、素直で優しく、思いやりに満ち、真面目

だけれど楽しむ時は思い切り楽しむ。けじめも大切にする。そんなどこにも負けない誇らしい生

徒集団です。 

 

90周年の記念誌に、十年前の卒業生がこんなことを書いています。 

 「私は努力する人たちに囲まれて生活したいと思っていました。努力って、実行してこそ意味 

があると思います。大磯高校には、そんな『実行できる人』が大勢いました。みんなが何事にも 

全力で取り組み、一生懸命に活動する姿は私の憧れていた光景でした。そんな空間で三年間過ご 

せたことに感謝しています。後輩のみなさんはこれからいろんな壁に直面すると思いますが、決 

して諦めず、立ち向かう強い心を持ってほしいと思います。」 

いかがでしょう。先輩のメッセージ、みなさんに届きましたか。みなさんもお互いに切磋琢磨

してそれぞれの人間力を高めることができる、そういう磯高生となってください。 

最後になりますが、いうまでもなく、教育は学校だけで行えるものではありません。学校・家

庭・地域の三者が連携し、生徒の教育にかかわっていくことが大切だと考えております。保護者

のみなさまと力を合わせ、晴れて磯高生となったお子様の夢を実現するため、私たちは精一杯教

育活動に取り組んでまいりたいと存じますので、どうぞご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

278 名の新入生のみなさん、今、あなた方が抱いている初心の気持ちを忘れないでください。

健康で笑顔にあふれた高校生活を仲間とともに送りましょう。自らを高め、有意義な三年間を過

ごして大きな成長を遂げることを心より願い、入学式の式辞といたします。本日はおめでとうご

ざいます。 

 

令和５年４月７日  校長 立花 ますみ           


